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150 藤1島・鈴木　　電三二虫症と血工申好酸球 札幌医誌1955
に腹部に圧痛を認めたものの部位を求めたところ，膀周囲
の疹痛を訴えたものが多いが，上腹部，左右の下腹部にも
相当数圧痛があ．り，結論としては痛む場所は一定しないと
いっている。また腹痛の性質も発作性に来ることが多いと
いわれ，食餌に関係のある場合もあり，そのために患児は
食事を欲せず時に嘔吐を来す≧いう。
　私共の症例でも，腹痛は初めは間撒的な軽いものであっ
たというが，弐第に発作性となり，入院当時は最も激烈で，
食餌の摂取を嫌い，極度の栄養失調状態となっていたがこ
の腹痛も駆虫剤の投与により，次第に軽快している。
　2）咳鳳：蝸虫症における呼吸器症状として田園，喘
息性発作を来すことが知られている。例えば有賀2）の，9
才の男子で喘息様発作を起し駆虫剤の投与により著効した
蜘虫症の1例，最近は磯田3）の1年2箇月の男子で，発作性
呼吸困難とチアノーゼを繰返した1例等がある。轡虫の人
体内成長過程において，その幼虫が腸管を穿って肝臓肝へ
と移動し，その移動申に肺に病変を起し，時に蜘虫肺炎と
呼ばれる肺炎を起し発熱，呼吸異常，喘息様症状を塁した
りするといわれ，また1・oeffIerの症候群｛）と称するthL液好
酸球増多を伴なった：一過性肺浸潤において，甲虫が重要な
一原因をなすことが注目されているが，教室の藤島5）もこ
の肺浸潤が，虫回幼虫の肺組織移行により生じた好酸球によ
る浸潤であることを実験的に立証した。本症例でも入院当
初より頻発する咳噺発作に苦しみ，しかも排出せる喀年中
に好酸球の存在を確認していることは，本症例の肺の病変
に，好酸球による細胞浸潤が存在していたであろうことが
血中好酸球増多の事実と併せ考えて推察される。
　3）発熱：　野虫症の全身症状の一つに発熱がある。本
症例でもス院後1週閥の閥，38～39。Cの高熱が継続してい
る。濃野‘；）は，蜘虫性肺炎において姻幼虫餌食後6日目よ
り悪寒を伴なう発熱を認めており，長谷川7），清水’bも蝸
幼虫飼食後3日目vc発熱を認めている。また笹川g）は4箇
月にわたる頑固なる高熱を主訴とせる幼児姻虫症の1例を
報告している。この発熱あ本態は恐らく姻虫毒素1こよる生
体反応と解釈されている。
　4）血申好酸球の態度1　表に示すように，本症例の血
中好酸球の消長は，駆虫剤を投与して姻虫を駆除し，虫休
の排出を続けるような場合，却って駆虫後に急激な好酸球
の上昇を来している。酒井Dもこれと同様な臨床的症例を
経験し好酸球の上昇は急激であって，しかも駆虫後3～4
日目に強く5～6日目に再び下降する傾向を示し，一過性
のアレルギー性変化であるとしている。藤島5）の好酸球性
肺炎の実験においても姻虫体液の注射により，その都度末
梢流血中に一過性の好酸球の増多をみたる事実よりして，
駆虫剤の投与により多数の野虫が生活機能の障碍をうけて
その際毒素を放出し，これがアレルゲンとなり，蜘虫体俳
出の続く期間は特に高度め好酸球増多を招来したものと考
えられる。また蜘虫症における種々の症状の発現及びその
軽重は，必ずしもその寄生坐論数の多寡によらず，その寄
主個体差及び時期的関係によると考えられるが，本症は幼
児に極めて多数の地虫が，長期にわたって寄生せるため高
度の榮養失調，発熱三宮等重篤な姻虫症状を呈し，且つ
多数の虫体の新陳代謝産物もアレルゲンとなりて好酸球の
増多を生じ，特に駆虫剤投与後の回虫体排出後数日間は上
述の理由で著明な好酸球増多をみたものと解釈される。
結 語
　私共は2年8箇月の男児の重症姻虫症の一例を経験し，
併せて血中好酸球の消長を長期にわたり観察し得た。
　（本1論文の要旨は，昭和即年11月第26回日本：小り己科’￥：
会北海道地方会で発表した。）
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Summary
　　This　is　a　case　report　of　severe　ascariasis　in　a　boy　2　years　and　8　months　with　sym－
ptoms　of　malnutrition，　high　fever，　paroxymal　cough　and　severe　abdominal　pains．
　　Large　numbers　of　ascarides　（ca．　300）　were　excuted　by　repeated　administration　of　san－
tonin　and　macnin．
　　A　high　grade　of　eosinophilia　in　blood　was　noted　during　the　course　oi’　treatment．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　June　28，　1955）
